
様式第４

中 小 企 業 信 用 保 険 法 第 ２ 条 第 ５ 項 

第 ４ 号 の 規 定 に よ る 認 定 申 請 書 

令和３年３月11日 

 （あて先）さ い た ま 市 長  

 ６か月平均売上高

（申請者） 

住  所  さいたま市浦和区常盤６－４－４

氏  名      

株式会社●● 

（名称及び代表者の氏名） ●● ●● 印

電話番号 048-●●●-●●●●

私は、新型コロナウイルス（注）の発生に起因して、下記のとおり、経営の安定に支障が生じて

おりますので、中小企業信用保険法第２条第５項第４号の規定に基づき認定されるようお願いし

ます。 

記 

１ 事業開始年月日                        平成●年●月●日

２ (1) 売上高等 

(ｲ) 最近１か月間の売上高等 

Ｂ－Ａ                  減少率  ５０．０％（実績）

Ｂ   ×100 

Ａ：災害等の発生における最近１か月間の売上高等      ５００，０００円 

Ｂ：Ａの期間に対応する前年又は前々年１か月間の売上高等 １，０００，０００円 

 (ﾛ) 最近３か月間の売上高等の実績見込み 

（Ｂ＋Ｄ）－（Ａ＋Ｃ）       減少率   ８０.０％（実績見込み）

Ｂ＋Ｄ     ×100 
Ｃ：Ａの期間後２か月間の見込み売上高等           １００，０００円 

Ｄ：Ｃの期間に対応する前年又は前々年の２か月間の売上高 ２，０００，０００円 

３ 売上高等が減少し、又は減少すると見込まれる理由 

（注）：      には、「災害その他突発的に生じた理由」を入れる。 

（留意事項） 

① 本認定とは別に、金融機関及び信用保証協会による金融上の審査があります。 

③ さいたま市長から認定を受けた後、本認定の有効期間内に金融機関又は信用保証協会に対して、経営安 

定関連保証の申込みを行うことが必要です。 

経商経第     号 

令和  年  月  日 

申請のとおり、相違ないことを認定します。 

（※）本認定書の有効期間：令和  年  月  日から令和  年  月  日まで 

さいたま市長 清 水 勇 人  

※必ず記載してください

新型コロナウイルスの影響により、受注が減ったため

さいたま市内の事業所住所を記載 

本店が市外の場合は両方記載 

（記載例）直近１か月を令和３年１月とした場合

２０％以上 

小数点 2位以下切捨て 

※鉛筆や 

消せるボールペン 

の使用不可 

６か月平均売上高の場合は記載

「６か月合計売上高」ではないので要注意

必ず記載

※自署でない場合は実印を押印してください。

自署の場合は押印不要。 

自署でない場合は、実印を押印。 

コロナの影響を受けるようになった時期より前の直近売上高
を記載 

・令和２年２月からコロナの影響を受けている場合、 
B には令和２年１月、 
D には平成３１年２～３月の売上高合計を記載 

・令和２年３月からコロナの影響を受けている場合、 
B には令和２年１月、 
D には令和２年２月、平成３１年３月の売上高合計を記載 

● ● ●



認定権者記載欄 

様式第５－（イ）－④ 

中小企業信用保険法第２条第５項第５号の規定による認定申請書（イ－④） 

令和３年３月１１日 

  （あて先）さ い た ま 市 長  

６か月平均売上高          (申請者) 

                       住 所       さいたま市浦和区常盤６－４－４  

                             氏 名 

株式会社 ●● 

(名称及び代表者の氏名) ●● ●● 印

４８－ 

               電話番号       ０４８－●●●－●●●●

 私は、表に記載する業を営んでいるが、新型コロナウイルス感染症に起因して、下記のとおり、 

新型コロナウイルス感染症             （注２）が生じているため、経営の安定に支障が生じて

おりますので、中小企業信用保険法第２条第５項第５号の規定に基づき認定されるようお願いします。 

記 

（表)  

※表には営んでいる事業が属する業種（日本標準産業分類の中分類番号と中分類業種名）を全て記載（当

該業種は全て指定業種であることが必要）。当該業種が複数ある場合には、その中で、最近１年間で最も

売上高等が大きい事業が属する業種を左上の太枠に記載。 

 売上高等 

(ｲ) 最近１か月間の売上高等 

Ｂ－Ａ                   減少率       ５０．０％（実績） 

Ｂ    

Ａ：申込み時点における最近１か月間の売上高等                ５００，０００円 

Ｂ：Ａの期間に対応する前年又は前々年１か月間の売上高等        １，０００，０００円 

(ﾛ) 最近３か月間の売上高等の実績見込み 

（Ｂ＋Ｄ）－（Ａ＋Ｃ）               減少率     ８０．０％（実績見込み） 

Ｂ＋Ｄ     ×100 

Ｃ：Ａの期間後２か月間の見込み売上高等                   １００，０００円 

Ｄ：Ｃの期間に対応する前年又は前々年の２か月間の売上高等       ２，０００，０００円 
（注２）本様式は、１つの指定業種に属する事業のみを営んでいる場合、又は営んでいる複数の事業が全て指定業種に 

属する場合に使用する。 

（注２）      には、「販売数量の減少」又は「売上高の減少」等を入れる。 

（注３）企業全体の売上高等を記載。 

（留意事項） 

 ① 本認定とは別に、金融機関及び信用保証協会による金融上の審査があります。 

② 本認定の有効期間内に金融機関又は信用保証協会に対して、経営安定関連保証の申込みを行うことが必要です。 

経 商 経 第      号 
  年   月   日 

申請のとおり、相違ないことを認定します。 
(注) 本認定書の有効期間 :     年  月  日から    年  月  日まで 

さいたま市長 清 水 勇 人 

さいたま市内の事業所住所を記載 

本店が市外の場合は両方記載 

（記載例）直近１か月を令和３年１月とした場合

自署の場合は押印不要。 

自署でない場合は、実印

を押印。 

６か月平均売上高の場合は記載

「６か月合計売上高」ではないの

で要注意

※鉛筆や消せるボールペンの

使用不可 

必ず記載

５％以上、小数点2位以下切捨て 

コロナの影響を受けるようになった時期より前の
直近売上高を記載 

・令和２年２月からコロナの影響を受けている場合、 
B には令和２年１月、 
D には平成３１年２～３月の売上高合計を記載 

・令和２年３月からコロナの影響を受けている場合、 
B には令和２年１月、 
D には令和２年２月、平成３１年３月の売上高合計を記載 

５％以上、小数点2位以下切捨て 

※自署でない場合は実印を押印してください。 

● ● ●



様式第８ 

中 小 企 業 信 用 保 険 法 第 ２ 条 第 ６ 項 

の 規 定 に よ る 認 定 申 請 書 

令和３年３月１１日

 （あて先）さいたま市長 

 ６か月平均売上高      （申請者） 

                 住  所       さいたま市浦和区常盤６－４－４      

                 氏  名 

株式会社●●
（名称及び代表者氏名）       ●● ●●

電話番号       ０４８－●●●－●●●

私は、新型コロナウイルス感染症の発生に起因して、現在、金融取引の正常化のために資金調達が必要

となっており、かつ、下記のとおり売上高等も減少しております。こうした事態の発生により、経営の安

定に支障が生じておりますことから、中小企業信用保険法第２条第６項の規定に基づき認定されるよう

お願いします。 

記  

１ 事業開始年月日                        平成●年●月●日 

２ （１）売上高等 

（イ） 最近 1か月間の売上高等                

     Ｂ－Ａ                       減少率   ５０．０％（実績）  

      Ｂ  ×100 

 Ａ：信用の収縮の発生における最近１か月間の売上高等         ５００，０００円 

Ｂ：Ａの期間に対応する前年又は前々年１か月間の売上高等       １，０００，０００円

 （ロ）最近３か月間の売上高等の実績見込み       

       （Ｂ＋Ｄ）－（Ａ＋Ｃ）          減少率   ８０．０％（実績見込み）  

           Ｂ＋Ｄ     ×100 

     Ｃ：Ａの期間後２か月間の見込み売上高等       １００，０００円 

Ｄ：Ｃの期間に対応する前年又は前々年の２か月間の売上高等     ２，０００，０００円 

３ 売上高等が減少し、又は減少すると見込まれる理由※必ず記載してください。

（留意事項）  ①本認定とは別に、金融機関及び信用保証協会による金融上の審査があります。 

       ②認定を受けた後、本認定の有効期間内に金融機関又は信用保証協会に対して、危機関連保証の申し込み 

を行うことが必要です。 

経商経第     号 

  年  月  日 

申請のとおり、相違ないことを認定します。 

（注）本認定書の有効期間：    年   月   日から    年   月   日まで 

                          さいたま市長  清 水 勇 人  

※必ず記載してください 
新型コロナウイルスの影響により、受注が減ったため

さいたま市内の事業所住所を記載 

本店が市外の場合は両方記載 

（記載例）直近１か月を令和３年１月とした場合

６か月平均売上高の場合は記載

「６か月合計売上高」ではないので要注意

１５％以上 

小数点 2位以下切捨て 

※鉛筆や消せるボールペンの

使用不可 

必ず記載
コロナの影響を受けるようになった時期より前の
直近売上高を記載 

・令和２年２月からコロナの影響を受けている場合、 
B には令和２年１月、 
D には平成３１年２～３月の売上高合計を記載 

・令和２年３月からコロナの影響を受けている場合、 
B には令和２年１月、 
D には令和２年２月、平成３１年３月の売上高合計を記載 

※自署でない場合は実印を押印してください。

自署の場合は押印不要。 

自署でない場合は、実印

を押印。 

● ● ●



単位（ 円 ）

最近の売上高実績（見込）
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響を受ける
直前同期の売上高等（B）

１月 500,000 1,000,000

２月 (100,000) 1,000,000

３月 (0) 1,000,000

合  計 600,000 3,000,000

※　見込については、金額に（　　）を付けてください。

売上高及び売上見込み明細表
（セーフティネット保証４号、危機関連保証 認定申請書付属資料）

上記内容について、事実に相違ありません。

令和３年　　 ３月　　　１１日

　　　　（申請者）

　　　　　住　所　さいたま市浦和区常盤６－４－４
　　　　　　　　　　　　　　株式会社●●
　　　　　氏　名　●●　●●

（名称及び代表者の氏名)

（記載例）直近１か月を令和３年１月とした場合

６か月平均売上高の場合は「８～１」と記載

「６か月合計売上高」ではないので要注意

コロナの影響を受けるようになった時

期より前の直近売上高を記載

・令和２年２月からコロナの影響を受け

ている場合、令和２年１月と

平成３１年２～３月の売上高を記載

・令和２年３月からコロナの影響を受け

ている場合、令和２年１、２月と

平成３１年３月の売上高合計を記載

※鉛筆や消せるボールペンの使用不可

● ● ●



 セーフティネット保証 第２条第５項第５号（     ）認定に関る事業内容確認書

１．最近１年間の売上高等について

○当社(私）の主たる業種は         業です。

○最近１年間の売上高に占める業種の割合（％） 〔指定業種に○印を付する〕 

○印 割合（％）

ａ 100%

ｂ 　　％

ｃ 　　％

ｄ 　　％

ｅ 　　％

２．最近３ヶ月間の売上高等について

○総売上高等 単位：円

1

2

3

○対象となる指定業種（  a   b   c   d   e  ）の売上高等 単位：円

上記内容について、事実に相違ありません。

令和３年　３月　１１日

（申請者）

住　　所　 さいたま市浦和区常盤６－４－４

氏　　名　 株式会社●●　●●●●
(名称及び代表者の氏名）

月の売上高等

合 計

月の売上高等

月の売上高等

最近３ヶ月間の売上高等（A）
前年同期の売上高または新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響

を受ける直前同期の売上高等（B）

合 計 600,000 3,000,000

月の売上高等 (100,000) 1,000,000

月の売上高等 0 1,000,000

最近３ヶ月間の売上高等（A）
前年同期の売上高または新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響

を受ける直前同期の売上高等（B）

月の売上高等 500,000 1,000,000

業　       　　種

土木工事業

総合工事

（記載例）直近１か月を令和３年１月とした場合

６か月平均売上高の場合は「８～１」と記載

「６か月合計売上高」ではないので要注意

申請書式が様式第５（イ）①と様式第５（イ）④とでは、比較する直前

同期の売上高が異なります。

・様式第５（イ）①⇒コロナの影響を受けるようになった時期は

考慮せず、前年同期の売上高を記載し比較

・様式第５（イ）④⇒令和2年2月からコロナの影響を受けている場合、

コロナの影響を受けるようになった時期より前の直近売上高（令和２

年１月、平成３１年２、３月の売上高）を記載し比較

※鉛筆や消せるボールペンの使用不可

● ● ●


